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I.目的  新 たな水資源 の開発 が困難 とな る一方 、農 業用水 の需要 は水利 用 の多様 化

に伴 い年 々増加 してい る。本研 究 では よ り効 率 の良い濯漑 を行 うこ とを 目的 とし、

施設畑 にお ける潅水 量 と消費水量 を調 査 し、そ の適用効率 を算 出 した。 また、ハ ウ

ス内の蒸発位 と作物係数 を求 め、雨水 を潅漑 水 として利用す る ことについて水 量 と

水質 の両面か ら検討 した。

H.試 験 園場 の概要 試 験 圃場 は愛知 県海 部郡佐 屋町 に位 置 し、ハ ウス内で トマ トの

ロ ック ウール栽培 が行 われ てい る。 この農家 ではハ ウスの棟 間 に設 けた樋 を通 じて

雨水 を回収 し、灌概水 と して利 用 してい る。 ハ ウス内 に設 置 され た貯水槽 の大 き さ

は 38,61m3で ぁ る。 ハ ウス面積 は 1243.4m2で ぁ り、 う ち貯 水槽 の 占め る面積 は

38。4m2(ハ ゥス面積 の約 3.1%)で あ るこ

III.観測項 目 貯 水槽 に水位 計 を設 置 し、その水位 変化か ら高 水の流 ノ、壁 とE塀 へ乃

潅水量 を明 らかに した。 ハ ウス内外 において 日射 、風速 、気温 、湿 度 を、 さ らマこハ

ウス外 では降水量 を測 定 した。ハ ウス鉄骨等 の影響 に よ り日射条件 の異 な る 5ヶ 所

において、 日射 量お よび ロ ック ウール か ら排水 され た余剰 水量 を測定 した。 また 、

貯水槽 に貯留 され た雨水 につ いて、pH、 EC、 蒸発残留物 の測 定 を行 つた。

IV.結果及 び考 察 樋 を通 つて貯水槽 に流入す る水 量は、降水 量の約 83%で あ る。ハ

ウスの ビニール に付着 した雨水 は蒸発 に よつて損失 し、降雨強度 が強 い場合 には樋

か ら溢 流 して失 われ るが、か な りの水 量が回収 可能 で あつた。 潅水 量 に対す る余剰

水量 の割合 を示す 余剰 率はハ ウス全 体で 8%で あったが 、ハ ウス鉄骨 直下では 19%

を示 した。余剰 率 の高 い地点 は、低 い地点 よ り日射量 が約 10%低 か つた。余剰 水量

を時期別 にみ る と栽培後期 に増加す る傾 向がみ られ た。 これ は、 ト マ トの成長 に伴

い、給水能 の個体 差が大 き くな つたため と考 え られ る。 また、
一般 のハ ウスでは、

ハ ウス各地点の潅水 量は等 しいが、気象条件 の違 いに よ り、消費水 量 は場所 に よつ

て異 な る と考 え られ る。 しか し、耀水 は最 も消費水 量 の多い地点 に合 わせ て行 うた

め、必ず余剰 水 は発 生す る。余剰 水が最 も少 な くな るよ うに潅水 した場合 、つ ま り、

消費水 量 の最 も多 い地点で の余剰 水 がゼ ロにな る場合 の潅水 量 に対す る消費水 量の

比 を適用効 率 と定義 した。 本研 究 圃場 にお ける適用効 率 を計算 した ところ、栽培期

間 中の平均値 は 0.95と なつた。適 用効 率 の改善 には潅水 システ ムの見 直 しを行 う必

要があ るが 、現状 では最 も消費水 量の多 い地点 にお いて も余剰 水 が発 生 してい るこ

とか ら、 さ らな る節水 が可能 であ る ことがわか つた。気象デー タよ り算 出 した蒸発

位 と、実測 した消費水 量 よ り作物係 数 を求 めた結果 、設計基準値 とほぼ等 しい前期

0,5、後期 1.0と い う値 となった。また 、貯水槽 内の水質 に関 して測定 を行 った結果 、

pH4.3と いつた弱酸性 の値 が確 認 され たが、 ト マ トの生 育 に問題 が生 じるものでは

なか った。栽培期 間 を通 して使 用 され た水 の うち 93.5%を 雨水 で賄 つていた。 これ

よ り、雨水 を濯漑水 と して使用す るこ とは有効 であ る と考 え られ る。
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